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▶事業環境
当社グループの主な事業領域である携帯電話等販売

市場では、端末値引き規制の強化等により端末購入価
格が上昇し、買い替えサイクルが長期化しております。
また、通信料金の改定や金融・決済サービスとの連携
の進展により料金体系が複雑化しており、販売現場に
おける提案・説明の難易度は高まっております。

▶主な取り組み（キャリアショップ事業）
このような事業環境のもと、キャリアショップ事業に

おいては、複雑化する料金体系を踏まえ、通信料金が
実質的に割安となる金融・決済サービスと連携した料金
プランの分かりやすい提案を推進するとともに、お客様の
利用状況やリテラシーに応じた付加価値の高いサブスク
リプション型の有償サポートサービスの提案を強化しま
した。また、ショッピングモール等の商業施設における
販売促進イベントの開催数を増加させ、来店型販売と
は異なるチャネルによる新規回線の獲得に注力すると
ともに、通信事業者の戦略に対応した自社商圏内の

メインブランド及びサブブランド店舗の統廃合を進め
ました。

▶主な取り組み（法人ソリューション事業）
法人ソリューション事業においては、事業規模の拡大

を目的として組織体制の強化を進めるとともに、販路の
拡大及びキッティング業務代行等のサービス提供に
注力しました。

▶業績
これらの取り組みにより、前期（2024年12月期）

と比較して携帯電話等販売件数、ストック収益及び付帯
商材の売上高は増加しました。一方で、販売促進費の
増加等により販売費及び一般管理費は増加しました。　
　 以 上の結 果、2025年12月期の業 績は、 売 上 高
129,301百万円（前期比11.4％増）、営業利益5,880
百万円（同37.9％増）、経常利益6,017百万円（同
38.2％増）となりました。親会社株主に帰属する当期
純利益は4,128百万円（同29.9％増）となりました。

IRライブラリ財務ハイライト 業績に関する詳しい情報はこちらへ https://www.bellpark.co.jp/ir/library/

西川 健土代表取締役社長  

Financial Highlight
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証券コード：9441

2025年12月期 売上・利益ともに過去最高を更新

2026年12月期 見通し
次期（2026年12月期）においては、通信事業者が

長期的な利用が見込まれるお客様の獲得に注力する
方針のもと、販売インセンティブの配分見直しを進めて
いる状況を踏まえ、当社グループにおいても、販売促進
イベント数の適正化を進める計画です。この計画により、
端末販売を伴わない回線契約を中心に販売件数の減少
が見込まれることから、次期の携帯電話等販売件数は
約111.3万件（2025年12月期比約8.4％減）となる

見通しです。一方で、長期利用が見込まれるお客様の
契約獲得に注力することにより、モバイル継続手数料
や定額サポート等のストック型収益は増加する見込みで
す。しかしながら、短期的には販売促進イベント数の
適正化に伴う販売件数減少の影響が大きく、売上高及び
売上総利益はいずれも減少する見込みです。

販売費及び一般管理費につきましては、販売促進
イベントの開催数の減少により販売促進費の減少を

見込む一方、情報セキュリティ強化に伴うシステム関連
費用の増加や、賃上げ及び年間休日の増加に伴う人件
費の増加が見込まれることから、総額では2025年12
月期と同程度の水準となる見通しです。

以上を踏まえ、次期の連結業績予想は以下に記載の
数値を見込んでおります。
※配当予想は次ページに記載しております。

販売件数減少により減収減益を見込む一方、ストック型収益の拡大を推進

（百万円）

2025年通期実績 2026年通期計画 対前期増減
売上高 129,301 120,000 △7.2%
営業利益 5,880 5,000 △15.0%
経常利益 6,017 5,200 △13.6%
親会社株主に帰属する当期純利益 4,128 3,300 △20.1%



青少年の安全な生成AI利活用への取り組み

環境にやさしい植物油
インキを使用して印刷
しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。本店所在地　〒102-0093  東京都千代田区平河町一丁目４番12号　URL https://www.bellpark.co.jp

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町１-１
電話 0120-232-711（通話料無料）
郵送先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号 
　　　 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（ご注意）
※１ ‌�住所・姓名の変更、配当金の受取方法・振込先の変更、単元未満株式の買取請求等その他各種お手続き

→口座を開設されている証券会社等にお問合せください。
※２ ‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続き

→左記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。
※３ �未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本店または全国各支店でお支払いいたします。

株式に関する
詳しい情報はこちらへ

社会貢献に向けた取り組みはこちらへ

株式情報 https://www.bellpark.co.jp/
ir/stock/

https://www.bellpark.co.jp/sustainability/society/

株式に関する諸手続きのご案内

トピックス

株主優待 39%

IR活動の充実 1%

配当 35%

株価の上昇 24%

その他 1%

株主として当社に最も
期待するものは何ですか?

当社に対してもっとお知りになりたい情報は何ですか？（いくつでも）

当社の事業内容に関して、
どの程度ご理解いただいていますか?

熟知している 3％

充分に理解している １5%

あまり理解していない 9%

概要は理解している 73％

15%

47%

20%

65%

4%

5%

3%

経営方針・理念

中・長期経営計画

直近の業績・業績の推移

株主還元方針

環境問題への取り組みについて

人材育成の取り組みについて

働き方改革について

https://koekiku.jp
アクセスキー

抽選で500円分のギフト券を進呈！

お聞かせください

サービス運営会社：株式会社プロネクサス
お問い合わせ：コエキク事務局
koekiku@pronexus.co.jp

を皆様の

株主様アンケート

株主様アンケート結果 アンケートへのご協力ありがとうございました。
アンケートの結果を一部公表いたします。 （アンケート実施期間：2025年９月５日～2025年11月５日）

保有株式数
基準日

６月末日 12月末日

100株
（１単元）以上 ◦クオカード1,000円分 ◦クオカード1,000円分

2026年12月期（予想）

中 間 期 末 年 間

51円00銭 51円00銭 102円00銭

　当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題と位置付け、連結配当性向30％以上を維持
することを基本方針としております。2026年12月期の配当は、基本方針に基づき以下の通り実施
する予定です。

　６⽉末⽇及び12⽉末⽇現在の株主名簿に記載または記録された、100株（1単元）以上保有の株主様に
⼀律で以下の株主優待をお贈りしております。なお、2025年11月28日付「株主優待制度一部変更に
関するお知らせ」にてご案内のとおり、ベルブライドの株主優待券の贈呈は終了いたしました。

配 当 株主優待

https://www.bellpark.co.jp/ir/
stock/benefits/株主優待https://www.bellpark.co.jp/ir/

stock/dividend/
配当に関する詳しい
情報はこちらへ

株主優待に関する詳しい
情報はこちらへ

利益配分に関する
基本方針と配当

当社が運営するソフトバンク春日井店では、2019年より愛知県や県警と連携し、地域の青少年の健全なインターネット利用を支援して
います。防犯活動や、親子向けの「スマホ安心教室」を継続して行う中で、保護者の方々から「生成AIが急速に普及し、青少年が安易に
生成AIを使えることに戸惑っている」という声を頂戴しました。

その不安を解消し「生成AIの正しい利活用」を広めるべく、当社は総務省主催のセミナー等で知見を深めました。その知見を
活かし、愛知県主催「青少年のインターネット適正利用のための研究会」に特別講師としての登壇や、小学校での保護者向け
講座開催に加え、店舗での手続きの合間10分程度を利用した「親子向け生成AIセミナー」を実施し、啓発活動に努めております。

当社は今後とも、生成AIが急速に普及する中、青少年がスマートフォンを安心・安全に利用できる環境づくりを支えるため、継続
的な情報発信に取り組んでまいります。

複数の株主様からいただいた声
◦株主優待制度の継続及び拡充をお願い

したいです。

◦更なる業績向上に期待しています。

◦増配を楽しみに応援しています。

◦通信機器が全世代の生活に不可欠となる中、貴社が進める特殊
詐欺防止等の取り組みを高く評価しており、継続した尽力を
期待しています。また、AIスマホ等の操作に不安を感じる
高齢者層への支援を強化し、『困った時に相談できる身近な
拠点』として、より一層支持される店舗、販売代理店として
発展してください。

◦今後中長期的にどのように売り上げを伸ばしていくのかミッ
ションを知りたい。

◦KDDIやdocomoと違って、貴社の名前が表に出てくることは
ない。携帯電話という身近な物を売っていながら、社会の影の
立役者のように感じています。もっとアピールしてほしいです。

その他

https://www.bellpark.co.jp/ir/stock/dividend/
https://www.bellpark.co.jp/ir/stock/benefits/
https://www.bellpark.co.jp/ir/stock/



